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て CPU とメモリを接続する PCI パスインターフェイス回路を実際に設計し、その設計の正しさを検証した。この回
路規模は制御部数 9 、遷移数96であった。検証が成功した時の CPU 時間は約20分であった。
第二に、 out-of-order 型パイプライン CPU に対して、一選移で一命令を実行する命令セットアーキテクチャレベ
ルの要求仕様から、一選移で一つのパイプラインステージを実行するレベルの実現仕様を設計したときの、その設計
の正しさの検証法を考案した。本手法では、 out-of-order 型パイプライン CPU の要求仕様と実現仕様のあるクラス
を制約条件 C によって定め、このクラスの CPU に対し設計した実現仕様が要求仕様を満たすことの十分条件 V を与
えた。定めたクラスの CPU は、 n 段パイプラインの、あるステージ以降のステージからなる部分ノマイプラインでの



















out-of-order 型パイプライン CPU に対しては、対象とするクラスを定め、そのクラスの CPU に対し実現仕様が要








ない。例題 CPU の検証実験では、そのクラスの CPU を実際に設計し、今まで行われていなかった規模の CPU の検
証が実用時間で行えることを示している。提案手法によって、一定の証明方針に沿って実用時間で検証を行え、実用
面で意義があるといえる。
以上のように、本論文は形式的手法を用いたハードウェアの設計検証技術の進展に貢献しており、博士(工学)の
学位論文として価値あるものと認める。
-966 一
